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COCNの課題意識と
10 Emerging Technologies

2025年7月3日
COCN実行委員 水落隆司（三菱電機）

一般社団法人 産業競争力懇談会(COCN)

COCNフォーラム2025
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COCNの課題意識
IMDの世界競争力年鑑2025で日本の順位は35位
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World Competitiveness Ranking 2025: - IMD business school for management and leadership courses

http://www.cocn.jp/material/COCN10EmergingTechnologies2025.pdf
https://www.imd.org/news/competitiveness/world-competitiveness-ranking-2025-government-efficiency-is-key-to-fighting-social-divides-and-keeping-economies-afloat/
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COCNエマージングテクノロジー小委員会を発足
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■ 我が国が重点的に取り組むべき10の技術領域を特定
 産業の勝ち筋を探り、第７期科学技術イノベーション基本計画に提言する。

■ JST CRDS、NEDO TSCのキーパーソンに11回にわたり解説頂いた。

■ あえて技術の具体名を挙げることで、総論に終始する姿勢に一石を投じる。
COCN の経験と嗅覚で選定するため、偏りや漏れが生じるのは承知の上。

 失敗を恐れるあまり、成果が確実な低い目標に流される傾向や、 
評価しやすいテーマ設定、他国の研究実績など前例を求める状況があった。
エマージングテクノロジーを自ら開拓し、我が国の強みが発揮できるテーマへ
の他国に先駆けた挑戦を喚起したい。 

目的

COCNの思い

インプット
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エマージングテクノロジー10選 選考基準
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① 経済安全保障上の戦略的不可欠性が見込まれる技術
② 日本が世界で勝てる可能性が高いと思える技術
③ まだ広く産業化されていない技術
④ 技術の確からしさが証明済みである技術

http://www.cocn.jp/material/COCN10EmergingTechnologies2025.pdf
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委員会での主な議論
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・海外の研究実績等の先行エビデンスが無いと予算を付けられないことが問題

・省庁縦割りを排除し、基礎から応用・社会実装まで一貫した戦略が必要

・我が国として注力する技術を投資ポートフォリオとして策定すべき

・複数の技術が交差点で交わるタイミングを逸しない総合的な目利き力が重要

・バックキャストとフォアキャストの両方向からフロンティア領域を定めていくべき

・若手研究者が大きいプロジェクトを推進する機会をつくるべき

・シニア経営層が技術を深く理解すること、若手の邪魔をしないことが重要
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1 リビングマテリアルとバイオデバイス
Living Material and Bio-Device

医療・環境・エネルギー分野での応用が期待される合成生物学による人工細胞で、細胞ロボットとしての活用が進む。

http://www.cocn.jp/material/COCN10EmergingTechnologies2025.pdf
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2 医療におけるゲノム編集技術
Genome Editing Technology for Therapy 

CAR-T療法やDDSと組み合わせることで、がんや難病の根本治療に期待される先端医療技術。

http://www.cocn.jp/material/COCN10EmergingTechnologies2025.pdf
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３ ローカルナチュラルエナジー
Local Natural Energy

天然水素や地熱発電など、自然由来のエネルギー源で、CO2を発生させないエネルギーとして有望視されている。

http://www.cocn.jp/material/COCN10EmergingTechnologies2025.pdf
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４ 多孔性材料
Metal Organic Framework/ Porous Coordination Polymers

金属イオンと有機配位子が結合し内部にナノサイズの細孔を持つ構造で、ガスの貯蔵や分離、触媒反応などに利用される。

http://www.cocn.jp/material/COCN10EmergingTechnologies2025.pdf
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５ バイブロニクス
Vibronics

微視的な熱輸送制御とマクロな熱制御をシームレスに繋げる新たな学問。熱やエネルギー分野での新産業が期待される。

http://www.cocn.jp/material/COCN10EmergingTechnologies2025.pdf
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６ スピンサイエンス
Spin Science

電子のスピンという量子力学を利用し磁気モーメントを生じさせマルチフェロイック物質など先端技術が開発される。

http://www.cocn.jp/material/COCN10EmergingTechnologies2025.pdf
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７ トポロジカル物質
Topological Material

従来の絶縁体、導体、半導体の枠に当てはまらない特異な電子構造を持ち、新型センサやレーザなどへの応用が期待される。

http://www.cocn.jp/material/COCN10EmergingTechnologies2025.pdf
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８ フィジカルAI
Physical AI

現実世界の物理法則を理解し環境や物体と直接相互に作用しながら動作するAI。

http://www.cocn.jp/material/COCN10EmergingTechnologies2025.pdf
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９ 量子ネットワークと量子センシング
Quantum Network and Quantum Sensing

複数地点間で量子もつれ状態を共有し、量子コンピュータや物理量のセンシング精度を飛躍的に向上させる。

http://www.cocn.jp/material/COCN10EmergingTechnologies2025.pdf
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10 ブレインテック
Brain Technology

脳科学とエンジニアリングを融合させ医療、教育、マーケティングといった様々な領域に応用する。

http://www.cocn.jp/material/COCN10EmergingTechnologies2025.pdf
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